
官民一体となったテロ対策の概要公共交通機関における警戒

県民の皆様へおねがい

官民一体となったテロ対策

テロを未然に防止するためには、警察による取組だけでは十分では
なく、地域住民の皆さんと緊密に連携していくことが必要です。
警察では、平成27年11月に発生したフランス・パリにおける同時

多発テロ事件を受け、
○ 爆発物の原料となり得る化学物質への対策
○ 不特定多数の者が集まる施設等への対策

等の各種テロ対策を強化しています。
化学物質を販売する事業者への販売時における身分確認徹底等の依

頼や大型商業施設等において施設管理者と連携した警察官による巡回
やパトカーの活用により「見せる警戒」を実施するなど、官民一体の
テロ対策を推進しています。

｢テロ｣という言葉を耳にしても、あまり実感はないかもしれませんが、
テロの脅威は身近なところに存在している可能性があります。
テロを未然に防ぐためにも、引き続き皆様のご協力をお願いいたします。


